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の期間で習得させる。 
もちろん「製品製作時間」や「製品品質」とい

う実際の現場では必要とされる部分もあるが、

現在の徳島大学イノベーションプラザにおいて

は実際販売する製品製作を行うのではないため、

それらについては問わない。あくまで現在の目

的は「初等技術の習得」である。 

 
表１、通常テキスト（左）と今回作成のテキス

ト（右）の目次 
 
以下それぞれの特徴を示す 
（１）通常の工業系技術系テキスト 

特徴：その機械機器の機能を１～１０ま

ですべて網羅した物。 
長所：知識に穴がない、理論に基づいて

説明されているため、基本的に間

違いがない。 
短所：すべての機能を教える目的である

ため、習得するには膨大な時間が

必要となる。 
 
（２）職人の技法 

特徴：職人と言われている人が、文書以

外の方法で伝承されてきている。 
長所：製品品質が極めて良好（機械で不

可能な加工も可能） 
短所：１、工業系テキストで指導されて

いる加工方法を選ばない場合が多

い。 
２、後進への技術伝達が極めて困

難なため膨大な時間を要する。 
３、口頭での指導が主でありテキ

ストの類が存在しない。 
４、程度を示す言葉が抽象的で定

量、定性でない。 
 
（３）今回作成のテキスト 

特徴：（１）（２）を参考に短い期間で技

術習得を可能にする。  
長所：短い時間で必要分野を学ぶことが

できる。 
短所：製作時間に主眼を置かないため経

済的な加工方法ではない（商用製

品製作としての費用対効果が低

い） 
 
４、まとめ

一般的に「職人」と言われる、技術者の中で

行われる技術指導は、口頭もしくは実演の追随

という形で受け継がれ文書化されていない部分

が多く存在する。今回はこのような技術の伝承

を出来る限り、初めての習得希望者にも理解し

やすい平易な言葉で文書化し、さらに重要な部

分をピンポイントで直接対面指導することによ

って、効率的に学修させるプログラムを作成す

ることを目標に掲げた。 
今後の構想としては、この方法により技術を学

んだ学生が、この方法を使いさらに下級生への

育成を行うことによる「育成者としての人材を

育成する」項目を付加することにより、システ

ムのさらなる効率化を模索中である。 
 
５、参考資料

素材加工プロセス ものづくりの基礎 
山本克彦・沖本邦郎/編著 

安全マニュアル：徳島大学理工学部 
生物資源産業学部 

徳島大学イノベーションプラザ HP 
https://eci-tokushima-u.jp/ 
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